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研究成果の概要（和文）：本研究は、「なんか...ない」のような日本語のとりたて詞における否定呼応現象の
統語構造と意味を明らかにすることを目的とする。本研究では、否定呼応現象を起こすとりたて詞の現象記述を
進めた。その中で、とりたて詞の一部の否定呼応現象は、文脈および認識主体の信念と、とりたて詞が用いられ
た当該文が一定の関係にあるときに用いられるのであり、否定との呼応は表面的な傾向にすぎないことを示し、
これらの現象における文脈レベルでの現象観察の必要性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to elucidate the syntactic and semantic structures of the 
negative concord phenomenon involving Japanese focus particles like "nanka ...NEG". In this 
research, I have advanced the descriptive analysis of the phenomenon where focus particles induce 
negative concord. Among these, some instances of negative concord with focus particles occur when 
there exists a certain relationship between the beliefs of the speaker and the context in which the 
focusing particle is employed within the sentence. This demonstrates that the co-occurrence with 
negative predicates in this phenomenon is merely a superficial tendency and emphasizes the necessity
 of observing these phenomena at the discourse level.

研究分野：言語学

キーワード： 現代日本語　否定極性　とりたて詞　統語論　意味論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの否定呼応現象は、単一文レベルの分析が中心であった。一方本研究の成果は、日本語のとりたて詞の
否定呼応現象は単一文レベルで分析ではなく、より広範な要素の現象記述を必要とする文脈レベルでの分析が不
可欠であることを示している。さらに、「なんか」などが用いられた文から感じられる話者の否定的評価の意味
は、「前提」などの従来の意味分析概念では捉えることができず、これらの概念の再構築や別の意味概念の必要
性を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 「は」「も」「など」「くらい」など、文に付加的な情報を付け足す役割を果たしている語群は、
「とりたて詞」「とりたて助詞」と呼ばれ、80 年代以降とりわけ日本語学の分野に多くの研究の
蓄積がある。他の言語においてもこれらに対応する語群は存在するが、日本語はとりたて詞が顕
著に発達しており、近年では他言語では日本語ほどとりたて表現が表す意味が多様ではないこ
とが指摘された。つまり、日本語のとりたて詞は、他言語では形態を持たない要素が顕在化して
いる、言語学的な分析に好適な研究対象であると言える。 
 代表者はこれまで、とりたて詞のさまざまな意味的・統語的特徴を明らかにし、特にとりたて
詞には体系的に否定辞と呼応関係にあるものが存在していることを指摘してきた。また、その中
でも、ある２種類のとりたて詞が否定呼応現象の重要な役割を果たしていることも明らかにし
た。その２種類のとりたて詞とは、「(対比の)は」と「も」である。とりたて詞は、(1)(2)のよう
に、「など・は」「くらい・も」など、複数のものを組み合わせて用いることができるが、その中
でも、「は」や「も」が後接する現象が、否定呼応現象のきっかけになっているのである。 

(1) 子どもの喧嘩ごときで、警察 {などは／までは} 学校にやって来ない／*来た。 
(2) 花子は、雑巾がけ {さえも／くらいも} できない／*できる。 

 加えて、申請者は、これらの「は後接タイプ」と「も後接タイプ」の否定呼応現象は、統語的・
意味的特徴が異なることを報告しており、このことは、ひとくちに「否定との呼応」といっても、
両者の違いこそが言語現象の統語・意味を捉える上で重要なものであることを示している。否定
を要求する言語表現自体は、通言語的に見られる一般的なものであるが、それをこのように形態
によってよりシンプルな要素に分解する分析は、英語の any など１形態素で否定辞を要求する
ような構成になっている言語では不可能だったものであり、日本語のとりたて詞を用いて否定
呼応現象を分析することの有効性を端的に表している。 
 組み合わせ方によって、様々な統語的・意味的特徴の変化を見せるとりたて詞を分析すること
は、語と語がどのようにして組み合わされ、その結果どのような音の連なりと意味を生み出すの
かという、構成的アプローチには最適の研究対象である。そのため本研究では、この理論言語学
的に示唆に富む現象が、どのような新しい言語一般化を生み出すのかについて分析していくこ
とを試みた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、「…など・は～ない」「…くらい・も～ない」などの「とりたて詞」と呼ばれる語群
の組み合わせが否定と呼応する現象を対象に、否定呼応現象とは、どのような意味を持つ語を、
どう組み合わせたときに起こるものなのか、その統語と意味のメカニズムを明らかにすること
を目的としたものである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、以下の３つの観点から研究を行った。 
[1] とりたて詞の否定呼応現象についての基本的な記述を進める。 
[2] [1]で得た知見をもとにその現象がこれまでの理論的枠組みにどのように位置づけられる
のか（または位置付けられないのか）を分析する。 
[3] とりたて詞以外の否定呼応現象への応用可能性を探る。 
 
４．研究成果 
 
 現象記述および分析を進める中で、特に「は後接タイプ」の記述が先行研究に少ないこと、ま
た、「も後接タイプ」にとっての否定辞は形態的に必須のものであるのに対し、「は後接タイプ」
はそうではなく、否定的意味を表すさまざまな述部と共起しうることから、「は後接タイプ」の
方がより特異な現象であると考え、こちらを優先して分析を進めた。その結果、以下の成果が得
られた。 
 
[1] とりたて詞「は」が否定とともに用いられて部分否定を表す現象（(例)「全部は食べなか
った」）について、先行研究では、否定辞との共起を前提として、部分否定の「は」は、必ず否
定のスコープの内側に入るという分析がなされていた。しかし本研究では、は」が部分否定を表
す現象は、共起する述語が「非到達」を表すものであることが重要であることを指摘し、否定辞
は必ずしも必須ではないこと、そのため、先行研究の否定ととりたて詞のスコープ関係によるア
プローチが妥当ではないことを示した。「非到達」がどのように定義されるのかについての問題
は残るものの、この現象が「は」句と否定辞という節内の要素同士の関係というローカルな関係



によって分析できるものではないことを指摘した点で、この現象の指摘は重要である。 
 さらに、とりたて詞の否定呼応現象について見過ごされていた重要な現象を指摘し、記述的に
まとめて単著書籍としてまとめ報告した。これは主に、「など(は)」「なんか(は)」などの話者の
否定的評価を表すとりたて詞と呼ばれる語群を対象とした。これらのとりたて詞の否定呼応現
象もまた、述部の否定辞は必須ではない点が記述的指摘として重要である。さらに、否定呼応を
起こしたときの否定辞の意味的な特徴として、否定が話者の判断にかかわるモダリティとして
の特徴を持つことを指摘した。また、これらのとりたて詞については、「話者の否定的評価」と
はどのようなものなのか、具体的な内容は指摘されてこなかったが、本研究では、評価を表すと
りたて詞は「話者の適切性に関する信念と談話で導入された命題が矛盾している」という場合に
用いられる談話マーカーであることを、現象記述をとおして指摘し、そのため、述部が否定に偏
ることは、表面的な傾向にすぎないことを指摘した。さらに、話者の否定的評価を表すとりたて
詞の否定呼応が否定辞を必要としない現象について、これらの現象を単一文レベルの記述では
なく、談話レベルで記述することでその一般的な特徴を捉えることができることを報告した。さ
らにこれらの成果に基づき、とりたて詞の呼応現象について、先行研究のアプローチが形式的、
意味的なものに偏っていることを指摘し、より広範な現象観察を必要とする、談話的な観点が重
要であることを示すワークショップを開催した。 
 
[2] [1]の否定辞を必須としないとりたて詞の“否定”呼応現象の形式的分析を進めた。[1]に
よって、とりたて詞の否定呼応現象が、実は厳密には否定辞を要求せず、より談話的・文脈的な
条件に依存して何らかの述部制約が起きていることが明らかになったため、先行研究の談話を
形式的に扱うアプローチを取り入れることを試みたが、先行研究の批判的検討までは至ったも
のの、具体的な形式化を提案するところまでは至らなかった。今後これらの現象を形式的に分析
するためには、話者の信念や文脈を扱う先行研究の枠組みを見直すという根本的な取り組みか
ら始める必要があることが明らかになった。 
 さらに、否定呼応を起こすとりたて詞として代表的であり、かつ記述的蓄積が比較的多い「し
か」と、類似した意味を表す「だけ」の形式的分析を行った。「限定」という含みの意味がどの
ように派生するかについて、先行研究の「前提」を用いた分析とは異なった maximalityを用い
た分析が、両者の違いをよりうまく捉えられることを示した。 
 
[3] とりたて詞以外の否定呼応現象を起こす要素の記述と分析を進めた。特に、副詞「あまり」
「そんなに」と、否定呼応表現「かけらも」について取り扱った。 
 「あまり」「そんなに」の分析をとおして、否定呼応が意味的・談話的な動機から起こる場合
と、統語的な動機から起こる場合があることを示した。前者には、「そんなに」が、後者には「あ
まり」が該当する。その中でも前者の副詞は、前述のとりたて詞の否定呼応ととても似た振る舞
いを見せることが明らかになった。 
 「かけらも」については、認識主体（典型的には話者）の評価が関わる否定呼応現象「NPのか
けらも…ない」について、認識主体の評価の意味がどのように立ち現れるかに関する仮説を提案
し、学会で報告した。 
 

 本研究の成果を総合すると、記述的には、特に「は」後接タイプと呼んだもので否定呼応を起

こす現象の一部には、話者の信念や文脈が深く関わっていることを指摘し、単一文レベルではな

くより広範な現象観察が必要となる談話レベルの分析の必要性を示し、理論的には、これらの否

定呼応現象の分析には、必要な理論的道具立ての見直しから必要であることを示したといえる。 
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